
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オリザグループの佐藤弥由さんです。秋保・里センターにて展示されていたつるし雛を、目を

輝かせながら見つめています。つるし雛のモチーフは多々あり、それぞれ意味が込められていま

す。ウサギのモチーフのように、来年度もコペルに明るいニュースが溢れますように！ 
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   成人を祝う会 
快晴に恵まれた令和５年 1 月 26 日（金）、つどいの家・コペルに

て 4年ぶりとなる成人式が行なわれました。今年新成人を迎えたのは

お二人。1 階オリザグループの利用者さんと、2 階ひろばグループの

利用者さんです。スーツとドレスに身を包んだ新成人お二人を、利用

者さんや職員、お世話になった先生方とお祝いしました。 

式の前には、いつもと違う雰囲気に緊張した面持ちでお父様お母様

と一緒に過ごすお二人。入場の際の緊張を吹き飛ばすように歩く姿は

自信に満ち溢れていました！ 

式典では、これまでの人生において関わった先生方や施設のスタッ

フ様から、お祝いの言葉や激励の言葉、なんとテーマソングを作って

歌って下さる先生もいらっしゃいました。先生の懐かしい歌声を聞き

笑顔が止まらない様子に、先生方も当時と変わらない面影を感じつつ

も、大人になったという成長を感じられたことでしょう。 

新成人のお二人には、これまでお世話になった方への感謝の気持ち

と、明るい未来への希望を胸に、これまで培ってきた経験で新しい道

を切り拓き、未来への新たな一歩を踏み出してもらえたらと思います。 

最後に、ご参加くださった先生方並びに新成人のお父様お母様、ご

参加誠にありがとうございました！お二人のこれからの日々が幸多か

らんことを祈って、感謝の言葉とさせていただきます。 

（記：勝浦） 

 

 

 

 

 

 

                                

（記：勝浦） 

 

 





  



 

  



  



  



 

続・おかわり管理者の 

小岩憲子さん作 つどいの家コペル 
管理者 佐々木 健   

もう一杯 
 

 
2024 年 1 月 1 日（月）16:10 に発生しました能登半島地震において、被災された皆さ

ま、心よりお見舞い申し上げます。速やかな復旧・復興をお祈り申し上げます。 

この度の震災に伴い、石川県金沢市を中心に活動している佛子園へ、社会福祉法人つどい

の家からも職員派遣を行いました。職員派遣を行った経緯としましては、震災後 13 年が経

過しようとしております東日本大震災（2011 年 3 月 11 日 14:46）に遡ります。佛子園

とは、震災以前からも様々な面で交流をしておりましたが、つどいの家が震災で大きな被害

を受けた際、いち早く利用者へのフットマッサージ支援や２週間に亘る職員派遣の支援を頂

きました。震災当時の被災状況や全国からの多大なる支援を記録し、一冊の本にまとめた「つ

ながる力」（発行／フェミックス）には、こう記載しています。「万が一、石川県で同じこと

が起ったら、今度は私たちがいきますと言われ感動した」と復興支援に入ってくれた佛子園

職員の記事が残されています。13 年が経過して、当時の状況を知るつどいの家職員も 3 分

の１程度になりましたが、今こそ当時の恩返しにと、物資輸送や職員派遣を検討しました。 

当時の我々も強く感じていましたが、フェーズ（段階・局面）によって状況が様々変化す

るため、必要な物資もめまぐるしく変化しました。報道等で、多くの道路が寸断され、個人

のボランティアや支援を控えるよう報道される中、我々はどんなことができるか？模索して

いました。１週間が経過した頃、佛子園ホームページや SNSを通じて、支援物資の要請があ

ったことから体制を整えて物資輸送を計画しました。いざ、物資を準備する日（1 月 15 日

月曜日）に、佛子園のホームぺージを確認したところ、支援物資の要請は終了しており、人

道支援へ切り替えると更新（１月 13 日付）されていました。法人としても物資支援から職

員派遣に支援内容を変更し、支援計画の組み立てを行いました。その後、５名の有志が派遣

に志願して、2週間に亘り支援を行いました。私も 2日間という短い期間ではありますが、

金沢市内にあります、Share 金沢（物資管理等の拠点）にて物資の搬入・管理・輸送等の支

援に参加しました。これからも継続して支援していきたいと思っています。 

 東日本大震災から 13年が経過します。当時、全国から多大なる支援や援助を頂き、復旧・

復興に向け希望を持つことができました。これから全国の事業所へ恩返しができるよう、震

災経験を復興支援に協力していきたいと思います。           （記：佐々木） 


